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株式会社 ぶんか社
 


柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！






踊る毒林檎・著

もなか知弘・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「ゆいこさんの事、大切にします。寂しい思いなんて、絶対させません」

　そう言って柚ゆず月き君が白いシーツの上に膝をのせると、ベッドのスプリングがギシリと軋きしむ音を立てる。

　ベッドの上に自分を押し倒す柚月君を見上げ、私は唖あ然ぜんとした。

（あれ、なんでこんな事になったんだっけ……？）

　覚えていない。

　困った、今夜は飲み過ぎてしまったらしい。なんでこんな事になったのか、全く覚えていない。

「ゆいこさん、好きです。好き。……一目惚れでした」

　そう言って私の顔に口付けを落とす黒髪の男は、本当にあの柚月君なのだろうか？

　眼鏡を取り、あのダサい私服を脱ぐだけで、こんなにも印象がガラリと変わってしまうものなのか？

　ラブホテルの薄暗い照明が、彼の相そう貌ぼうを照らし出す。

　先程、シャワーを浴びた時に濡れてしまったのだろう。濡れた黒髪が、頬とうなじに張り付いていた。鎖骨にたまった水滴が、滑らかな胸筋に流れる。

　バスローブを脱ぐ彼に艶めかしさを感じ、ドキリとしてしまう。

　朧おぼろげではあるが、一緒にシャワーを浴びた記憶はあった。

　しかし、自分がいつから全裸だったのかはよく覚えていない。

「ゆいこさん、こっち向いて」

　普段より、ワントーン低い声で名前を呼ばれる。

　年下の男の子だと思っていたのに。そんな対象として見ていなかったのに。──彼の低く、耳心地のいい声に男を感じてしまい、背筋がゾクリとする。

「口、開いて？」

　言われるがまま口を開くと、焦らすように唇を舐なめられた。

　鼓膜をくすぐるリップ音がいやらしくて、どうしていいのか分からない。キスとはこんなにいやらしいものだったのか。

　ちうっと音を立てながら下唇を啄ついばまれ、ふと我に返る。

（──って、私、柚月君とキスしてる……？）

　その事実に愕がく然ぜんとした瞬間、彼の舌が口腔内に侵入してきた。

「んっ、ふぁ……」

　ぬるりと口の中に入ってきた舌が縦横無尽に動き回り、その動きに翻弄される。

　くすぐったくて、でもそれだけじゃなくて。口の中を舌で丹念に舐め回られていると、なんだか体がふわふわしてきた。まるで雲の上にでもいるみたいだ。──思わず甘ったるい声が漏れてしまいそうになるが、必死に自制する。

（私、なんでこんな……。でも、とっても気持ちいい）

　しかし、彼に施されている快楽が怖くなってもいた。

　身を捩よじり逃げようとすると、首のうしろに彼の手が回されて、がっちりと捕まえられてしまう。

「──っ！」

　舌を絡めとられ、唾液ごと吸い上げられる。

　ゾクゾクというあの感覚が背筋を這う。

　歯裂どころか舌の付け根までをも丹念に舐められて、ビクン！　と体が跳ねる。

「っは、あ、……ん」

「ゆいこさん、かわいい」

　そんな私の様子に、彼は笑ったようだった。

　私は私で、鼻にかかったような甘い声が自分の口から飛び出した事に驚いていた。

　酔っているからだろうか？　それとも彼のキスが良すぎるからか？　もう気もそぞろで、息をするのだけで必死だった。

「ねえ、やっぱり僕と付き合いましょうよ」

　呼吸を整えるのでいっぱいいっぱいの私は、柚月君が何を言っているのか、分からない。

「つきあ、う……？」

「はい」

（付き合う。……それって？）

　アルコールで巡りの悪くなっている頭で、彼の発言の意味を必死に考える。──しかし、

「──っ！」

　柚月君にもたらされる淫猥な熱で、私の思考はすぐに中断された。

「っあ！」

　たっぷりと弾む乳房の質感を愉たのしむように、やわやわ揉みしだいていた胸の頂に、柚月君が吸いついたのだ。

「あ、や、やぁっ……ん！」

　下腹にジンと甘い熱がともる。

　私の反応に彼は薄く笑うと、左右に零こぼれた乳肉を中央に寄せ集めた。そして代わる代わる胸の突起を口に含む。

「なっ……」

　見せつけるようにゆっくりと、左右の乳首を舐め上げられる。

　悪戯いたずらっぽく胸を舐める彼と、目が合った。

　瞬間、顔から火が吹く。

　恥ずかしくてたまらない。

「っ、ぁ……」

　彼の吐息が濡れた胸の先にかかり、私はビクリと背筋を仰け反らせた。

　柚月君の吐息にまで、感じている。

　彼はビクビク震える私の両ももを持ち上げると、秘められた場所を露あらわにした。

「えっ、や、やだ……」

「濡れてる」

　その言葉に、そしてその事実に、彼の目線に私の背筋をぞくそくと何かが駆け抜ける。

　柚月君はクスクス笑いながら、小丘を開くと、敏感な尖とがりを唇で摘まんだ。

「ひうっ！」

　お腹の奥がぎゅうっと締め付けられるような感覚に、もう、訳が分からなくなってきた。

　ジンジンと奥が疼うずいてる。

「ゆいこさん、好き」

　羞恥で顔を隠しながら呻うめいていると、彼は私のももを下ろし、ぎゅっと抱きしめる。

　抱きしめられて、彼の肌の熱さにドキリとする。

　彼の肌からは、男の子ではなく、大人の男の匂いがした。

「あ……」

　ぶるりと身震いしながら、私はなんで柚月君とこんな事になったのか思い出す事にした。




　季節は秋の終わり。

　ハロウィーンが終わり、街がクリスマスムードに切り替わる頃。

　そんな年の瀬の仕事帰り、会社を出た私は駅前のカフェでスマートフォンを弄いじっていた。

　イルミネーションの中、街を一人で歩いていたら、急に寂しさに襲われたのだ。

（誰かに会いたいな）

　人肌恋しい季節だからだろうか？　それとも街が幸せそうな恋人達で溢れているからか？　なんとなく今夜は、このまま家に帰りたくない気分だった。

　カフェラテを飲みながら、女友達を飲みに誘ってみる。

　けれど瑞みず穂ほにも菜な月つきにもアリサにも「無理」「ごめん」「またね」と、そっけないスタンプで返される。

（駄目かぁ……）

　分かってはいたが、今夜も全滅だった。

　「隼はや人と隼人隼人うるさい」と言って、最近、誰も私に会ってくれないのだ。

　女友達はみんな、私に呆れてる。

　理由は分かっている。みんなに「隼人とはもう別れろ」と言われているのに、私が「でもでもだって」と言って、彼と別れないからだ。

（そんなに隼人、駄目男かなぁ……）

　──まあ、駄目男なのだろう。

　自問自答し、軽く息を吐く。

　隼人には浮気癖がある。それどころか借金癖まである。

　それでも隼人はモテる。──顔が良いから。

　サラサラしたアッシュブラウンの髪に、切れ長で形の良い二重。通った鼻筋。よくいる髪型とファッションで誤魔化している雰囲気イケメンではなく、本当のイケメンだし、身長も高い。

　それに彼の会社が比較的自由な社風で厳しい服装規定がないので、毎日お洒落で惚れ惚れするくらい格好いい。スーツは高級ブランドだし、車は外車。顔がいいだけじゃなくてとってもお洒落なので、友達とダブルデートする時なんかは鼻が高い。

　彼女の贔屓目を差し引いても、隼人は格好いいと思う。

　私が新卒で入った化粧品会社を辞めて、隼人の勤める不動産会社に入ったのだって、彼が格好良すぎるからだ。

　隼人には女の影が尽きない。まず、女がほっとかないのだ。

　私は隼人と事務の子の浮気を疑い、隼人の会社に潜入した。……まあ、私の読み通り彼は高校を卒業したばかりの、事務の子と浮気していたのだが。

　隼人の浮気癖は困ったものだ。……まあ、それくらいじゃ私は別れないけど。そもそも、言い寄ってくる女が悪いんだし。

　誰にも言い寄られないような男──誰にもうらやましがられないような男と付き合いたいなんて、毛ほども思わない。

　どうせならみんなに羨望の目で見られるような、いい男と付き合いたい。

　いい男には女の影はつきものなのだ。仕方ない。うん、仕方ない。いい男と付き合うなら、仕方がない。これはいい男と付き合う試練のようなものだ。

　──そして、いい男にはお金がかかる。

　隼人はお金にルーズで、よく私にお金を借りる。……そして返さない。──でも、それでも私は彼の事が好きだった。

　いいように使われている感はあるが、彼の彼女という椅子に座れているだけで、私は幸せなのだ。

　彼と歩いていると、みんなが私達を振り返る。

　隼人を見ると、女子高生が黄色い声を上げる。

　安定を選んで地味な男と結婚した同級生が、隼人の話をするとつまらなそうな顔になる。

　ナスビみたいな顔の医者と結婚を前提に付き合っている友達が、隼人を見ると目をギラつかせる。

　あの快感は、隼人のような男じゃなきゃ得られない。

　私は昔から一番が大好きだ。成績だっていつも一番だったし、大人になった今もそう。バッグも男も、友達の中で一番いい物を持ち歩きたい。

　一番をキープする為には、ある程度の痛み辛みは付き物だ。

　それに友達だってみんな、油断できない。

　別れろ別れろ言いながら、私を一番から追い落としたいだけに決まってる。

　私が隼人と別れたら、きっと彼を狙うつもりなんだ。瑞穂やアリサなんかは、隼人と会うたび色目を使ってる。隼人が浮気をした話をした時、彼女たちの目が笑っていたのを私はしっかり覚えてる。

　別れた方が私の為になるってみんな言うけど、あれ、絶対ウソでしょ？

（まあ、私は何を言われたって隼人と別れるつもりはないんだけど）

　一度バッグの中にしまったスマートフォンを取り出すと、指紋認証ボタンを押す。

「…………」

　メッセージアプリを起動させて、メッセージを作っては消す。

　「会いたい」「今どこ？」「今何やってるの？」そんなメッセージを何度か作っては消した後、私はため息を漏らした。

（隼人に会いたいな）

　私は今日もう何度目か分からないため息を吐く。

　実は今、私は隼人から、絶賛放置プレイを受けている最中なのだ。

　仕事が忙しいのは同じ会社で働いているから分かるけど、分かっているけれど。……同期の子とやましい事があるんじゃないか？　と勘ぐったのがいけなかったらしい。

　そんなこんなで、「しばらく距離を置こう」と言われている。

「はあ……」

　今、会いたい会いたいとしつこく言ったら、きっと私は振られるだろう。

　過去に何度かこの手の間違いを犯した事がある。

　こんな時は向こうの怒りが収まるまで、放置するのが吉だ。

　しかし、辛い。会いたい。寂しい。なんかもう、しんどい。

　もうずっと隼人に職場では避けられてるし、休日もデートしていない。

　そもそも私は、二十四時間四六時中、好きな人と一緒にいたいタイプの女だ。

（でも、会いたい会いたいとしつこく言って、振られるのはもう嫌なのよね……）

「お前、重いんだよ」今まで一体何人の男にそう言われ、別れを切り出されてきた事だろう？

　私は、〝重い女〟らしい。──……いや、自分でも自覚はあるのだ。誰か好きになると、その人の事で頭がいっぱいになって、ろくに仕事もできなくなる。

　思い返せば、昔からそうだった。彼氏とは常に電話かメールで繋がっていたいし、休みの日は一日中ずっと一緒にいたい。

　今だってそうだ。できるなら好きな人とは同じ職場で働きたいし、同じ職場で働くなら当然同じ部署で一緒に仕事したいし、当然お昼は一緒に食べたい。

　──その時、

「ねえ、君、一人？」

　今回隼人に距離を置かれる原因となった、彼の同期の女に呪詛のような物を飛ばしながらスマートフォンを弄っていると、隣に座っていたリーマンが声をかけてきた。

「もし良かったら、一緒に飲みでも行かない？」

　どうやらナンパらしい。

　「ごめんなさい」と会釈でかわし、こっそりとため息を吐く。

（かわいい、か）

　カフェの窓ガラスには、ロングヘアにスーツの女──自分の姿が映っている。

　私の名前は大おお島しま由ゆ比い子こ、二十四歳。自分で言うのもなんだが、顔もスタイルも悪くない──むしろいい方だと思う。一人でいればこの通り、ナンパされることもある。

　──でも、男が続かないのだ。

　付き合ってしまえば最後、男達は一週間も経たずに、私の元から逃げ出してしまう。

　その理由は、「重いから」。

　まだこちらを未練がましくチラホラ見つめているナンパ男に、思わず舌打ちしてしまいそうになる。

　今までの経験上、彼のような気の弱そうなタイプは、三日と持たない。

　しかもこのナンパ男、過去、最速で私の元から逃げ出した男と似ているので何だかイライラしてきた。

（すぐ離れてく男には用はないのよ、私だけをずっと愛してほしいの）

　自分でも自分が重い女だというのは分かってる。

　分かっているからこそ、私は自分のような重い女でも、男に逃げられない術すべを学習した。

　──それは、自分の中の〝好き〟を分散させていく事だ。

　女友達や仕事、趣味、なんでもいい。

　隼人は、私がそんな〝大人の付き合い〟ができるようになってからできた彼氏だ。

　私がそんな器用な大人の女になったからだろう。隼人とはもう、半年も続いている。

　私の中では、彼との付き合いは最長だ。

　最近、漠然と「このまま彼と結婚できたらいいな」と思うようになった。

　──だからこそ、私は今、ここで失敗する訳にはいかないのだ。

　しかし、気を紛らわせるにもそろそろ陶芸や塗り絵教室では限界が来ている。女友達も捕まらない。

（こうなったら最後の手段だわ。──浮気をしよう）

　前々から思っていたのだ。

　好きな人を二人作ればきっと、〝好き〟が分散されて、〝重い女〟にならないのではないか？　と。

（ちょっと怖いけど、まずは男友達みたいな感じで）

　別にセックスしなくていい。

　こういう時、女友達みたいに気軽にカフェで会ったり、お酒を飲んだりするような。そうして私の寂しさを紛らわせてくれるような男が欲しい。

（誰かいないかな）

　スマートフォンの中の電話帳をあさるが、そちらも全滅だった。

　大学のゼミの連中の間で、私は「メンヘラ」「地雷女」として有名だ。

　多分、あれがいけなかったんだと思う。大学時代付き合っていた穂みのり君。他の女と絶対話すな！　目を合わせるのも浮気！　と言ったのがいけなかったみたい。

　だって、自分の男が他の女と話すのっての嫌じゃない？

　本音を言っちゃうと、好きな人が母親や女兄弟と話すのだって嫌だ。だって自分の知らない、彼の歴史を知っているんだから。

　元カノなんかは全員消滅してほしい。

　今だって隼人が他の女と話してるだけで、内心発狂してる。……それを顔や態度に出す事は、もうないけれど。

　電話帳を隅から隅までチェックしてみたが、ろくな男がいなかった。

　仕方がないので、私は最終手段をとる事にした。

　──ＳＮＳだ。ＳＮＳで男あさりをする。

　短文投稿アプリを起動させ、タイムラインをチェックする。

　最近私は、暇さえあればこのＳＮＳに入り浸っている。

　ログインすれば誰かしらフォロワーがいるし、寂しくない。

（ん？　これ誰だっけ？）

　ログアウトしていた間のフォロワーの呟きをチェックしていると、フォロワーのミミちゃん──コスメ関係の話で仲良くなった大学生の女の子がやりとりしている、男の子が目に飛び込んできた。

　ハンドルネームはソルティーｄｏｇ。

　二人の会話を見るに、ソルティーｄｏｇはミミちゃんとオフで繋がっている子のようだ。

（ミミちゃんの彼氏……は大たい河が君だし、違うか）

　大河君のアカウントは別にある。

　ソルティーｄｏｇのアイコンは柴犬だった。

　暇だったのもあって、私はそのままソルティーｄｏｇのホームに行くと、彼の呟きをさかのぼってみた。

　彼の日常の呟きは、なんというか……とてもつまらなかった。ここまでつまらない、興味をくすぐられない人間も逆に珍しい。

　彼は毎朝、今日の天気と気温を手動で書いている。何か意味はあるのだろうか。

　見ていて特段面白くもなければ、為になりそうでならない事しか書いてない。なぜ彼をフォローしている人がいるのか、謎だった。

　写真は簡素な自炊料理と、鼻の黒い柴犬の写真だけ。

　どうやらアイコンの犬は、ソルティーｄｏｇが実家で飼っている犬らしい。──その名は犬いぬ太た郎ろう。

「うっわ、ダッサー……」

　思わず声に出して呟いてしまった。

（どんな子なんだろう？）

　なんだか私は、ソルティーｄｏｇの事が気になってきた。

　好意的なものではなく、悪い意味合いで好奇心がくすぐられたのだ。

（これ、絶対童貞でしょ。でもって、すっごいモテない男だわ）

　どれだけひどいブ男なのかワクワクしながら、彼の呟きをさかのぼる。

　しかし、残念ながらソルティーｄｏｇはネット上に顔が分かる写真をアップしていなかった。

　若いのにネットリテラシーはしっかりしているらしい。いや、若いからこそか。最近はこういうの、学校で教えるみたいだし。

「ふむふむ……」

　見た目は分からないけど（でも匂わせの写真すら上げないあたり、絶対ブサ不細工確定だろう）、呟きを見た感じ、悪い人じゃなさそうだ。

　ソルティーｄｏｇは、今、都内で一人暮らしをしている大学生らしい。

　ＳＮＳアプリにアップされている写真を見るに、彼の行動圏内は豊と島しま区だ。

「なんだ、うちの会社と近いじゃん」

（大学は立りっ京きょうかな）

　ソルティーｄｏｇは大学名を出してはいなかったが、呟きをさかのぼればすぐに、ミミちゃんと同じ大学である事が分かった。

　ミミちゃんは確か立京だったような気がする。

　確認がてらミミちゃんの呟きもさかのぼる。するとすぐに、今年の立京大学の学園祭の様子が出てきた。

（本当に近いな。この店、うちの会社のすぐ近所だ）

　暇つぶし相手として、とても魅力的な距離だと思った。
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　あまりにもひどければ──一緒に歩くのにも抵抗がある顔なら論外だが、うまい具合にＳＮＳから吊り上げて、会社帰りに会う暇つぶし相手になってもらいたいところだ。

　その日、私は彼の呟きをさかのぼる事に夢中になりながら、そのままマンションに帰宅した。

　ソルティーｄｏｇは不思議なキャラだった。

　最初はなんてつまらない男だと思ったが、噛めば噛む程味が出てくる、するめのような男子だった。

　ソルティーｄｏｇが繋がっているのは、ほぼオフの友人たちらしい。

　友達は少ないが、数少ない友達には慕われている。

　実家の経済状況があまり良くないのだろうか？大学に通いながら朝は新聞配達、夜は居酒屋で働くという勤労学生ぶりに感心した。

　コンビニでご飯を買わず、毎日自炊をして大学にお弁当を持って行っているというのもポイントが高い。

（男の子で自炊？　そんな事してる子、今時いるんだ）

　しばし様子見をしていたが、次第に私は彼の食生活が心配になってきた。

「この子、またモヤシ炒め食べてる……モヤシしか食べてないんじゃないの？」

　最初はうまい具合に吊り上げて、いい暇つぶしになってもらいたいと思っていた。

　しかし次第に、私は彼に「何か栄養のある物を食べさせてあげたい……」と思うようになっていて、

　──やや迷ったが。

　私はアプリ上でのミミちゃんとソルティーｄｏｇの会話に乱入した。

　それからすぐに、私は彼と相互フォロワーになる事に成功した。

　何度かリプライを飛ばし、中身があるようでない会話をした後、ＤＭを送る。

「偶然ですね！　今、ソルティーｄｏｇさんがいるラーメン屋さん、うちの職場のすぐ近くなんですよ！」

「え？　本当ですか？」

　そこからは早かった。

「実は私、今暇してるんですよ。会いませんか？」

「いいですね！」

　──そして私は、ソルティーｄｏｇをネットの海から釣りあげる事に成功した。




「こ、こんにちは。ゆひこさんですか？」

　そう言って、待ち合わせのカフェに現れたのは、黒髪の地味な眼鏡君だった。

　ちなみにゆひことは、本名の由比子にちなんだ私のハンドルネームである。

「そうです、ソルティーｄｏｇさんですか？」

「は、はい」

　はにかむソルティーｄｏｇは二十歳らしいが、外見だけなら高校生にも見える。

（うっわー、失敗したかな）

　髪はボサボサだし、着ているチェックのシャツはなんだかオタクくさい。

　一瞬後悔した後、他人のふりをしようと思ったが──別に本当に付き合う訳じゃない。友達に彼氏として紹介する訳でもない。

　これはただの暇つぶしだ。

　このままマンションに帰ってもやる事なんて何もないし、暇なだけだ。

（まあ、いいか……？）

　そう思いながら、軽く自己紹介をする。

「いつも構ってくれてありがとうございます」

「こ、こちらこそ」

「うちの会社、すぐそこなのよ。こんな偶然ってあるんですね、びっくりしました」

　会話の最中、彼はひたすらどもっていた。

　その頬は、ほんのり赤い。

「どうしたの？」

「い、いや、ゆひこさんが美人過ぎて、緊張しているんです」

「やだ、ありがとう」

　大人の女の余裕ある微笑を浮かべ、謙遜しながらも値踏みする。

（これ、やっぱ童貞かな）

　この反応、なんだか惚れられちゃってるっぽいし、ちょっとまずいかも。

　この手のタイプに本気になられたら、別れる時、面倒くさそうだ。

（コーヒーを飲んだら、このままバイバイしよう）

　そんな事を思いながら、彼と軽く世間話をしていたのだが──なぜか、ふと、私に出来心が芽生えた。

　ソルティーｄｏｇのモヤシ炒め生活を思い出したのだ。

「何か食べる？　お姉さん、おごるわよ」

「えっ、い、いいんですか？」

「お姉さん稼いでるし、遠慮しないで」

「で、でもこういうのは男が払うものですよ……！」

「え？」

　ぱちくりと瞬きした後、彼の言葉を頭の中でリピートする。

（男が払うもの……）

　迂う闊かつにも、柚月君の言葉にジーンとしてしまった。隼人の財布生活が長かったからかもしれない。

　いつからだろう。最初は隼人もデート代を払っていたはずのに、最近は全て私が払うのが当たり前になっている。

「い、いいって。学生なんだから、ここはお姉さんにおごられておきなさい」

　そう言ってレジに並び、財布を開ける私の頬は若干熱を帯びていた。

（こんなの、久しぶりだわ）

　ソルティーｄｏｇ改め、本名・柚月君には、隼人のような、遊び慣れた大人の男にはない良さがあった。純朴さとでも言うか。駆け引きなんてしなくて済みそうな気楽さとでも言うか。自分が絶対優位な位置に立っていられそうな安心感とでも言うか。

　いかにも田舎から出て来たばっかりといった感じのイモっぽさが、仕事や恋愛──いや、人生に疲れている私には心地いい。

（なんだか癒やされるわ……）

「おいしいです！　僕、サンドイッチなんて久しぶりに食べました！」

「そう。好きなだけ食べていいからね」

　柚月君はお腹が空いていたのだろう、本当によく食べた。

　牛丼屋かラーメン屋辺りに連れていった方が良かったかもしれない。

　だいぶぬるくなったコーヒーを飲みながら、本当においしそうにパクパク食べる柚月君を見守る。

（うーん。今まで年下はナイと思ったけど、意外にアリかも……？）

　このモテなさそうな感じ、案外いいかもしれない。

　これだけ地味なら、浮気とかしなそうじゃない？

　一途に私だけ愛してくれそうじゃない？

（──って、この私がこんなイモくさい眼鏡君と付き合う訳ないじゃない）

　慌てて我に返る。

　私は今、彼と付き合う想像をしていた。

（私には隼人がいるんだから）

　私は隼人のような、みんなにうらやまれる男が好きなのだ。

　まあ、柚月君は学歴だけなら悪くはないが……しかし、それ以外に、彼に何かあるだろうか？　みんなにうらやましがられるような要素。

　私は社会人だ。相手が年下で大学生というだけで、嘲笑の要素だろう。

　経済力のない大学生に貢みつぐ年上女。……うん、駄目。果てしなくダサくて格好悪い。みんなに笑われる。彼氏や夫候補としては論外だ。

　女も二十四となると、結婚を見越した打算的な付き合いをするようになる。

　今二十歳の柚月君がストレートで大学を卒業した時、私は二十六歳。それから彼が就職して、仕事を覚えて落ち着くのを何年か待っていたら、私はあっという間に三十路になってしまう。

　私には人生設計がある。二十六で寿退社して二十七で赤ちゃんを産み、三十までに都内か都内近郊にマイホームを持つのだ。

　──つまり、柚月君はありえない。

（でも、そういやこないだ会社の先輩が、若い子と付き合いたいって言ってたっけ）

　そう考えれば、遊び相手として大学生の男の子はそう悪くはない──見方によれば、魅力的なのかもしれない。

（……まあ、隼人と会えない日の暇つぶしにはいいのかも）

　ホクホク顔で新しいパンに齧かじり付く柚月君を、半眼で見つめる。

　顔立ちは……まあ、そんなに悪くない。よく見ると柚月君は、彫りが深い顔立ちをしている。この頭と眼鏡と服装をどうにかすれば、少しは見れるようになるかもしれない。

　気が付いたら、手元のカップの中の、黒い液体は空になっている。

　このままここで時間をつぶすのもいいが、なんだか私もお腹が空いてきた。

「せっかくだし、このまま飲みにでも行かない？」

「は、はい！　今度は僕に出させてください！」

「いいっていいって」

　そんな事を話しながら、私達は近くの居酒屋に入る。

「とりあえず生中で」

「では僕も同じ物で」

　この時、私は軽く一杯だけ飲んで、ご飯だけ食べて帰るつもりだった。

　──しかし、ずっとデートしてくれない隼人に、私はだいぶフラストレーションが溜まっていたらしい。

　気が付けば私はべろんべろんに酔っぱらって、柚月君に愚ぐ痴ちっていた。

　柚月君は話の腰を折ったり、私の事を否定しない。聞き上手なので、ついつい話が弾んでしまった。

「ひどくない？　五十万よ？　あいつ、五十万返さないのよ？」

「それはひどいですね」

「しかもさー、新しく入った事務の女とまた変な雰囲気なのよね。本当、もう嫌になっちゃう」

「ねえ、ゆひこさん」

「ゆひこじゃなくて、ゆいこよ。ゆいこって呼んで」

　明かすつもりもなかった本名を明かすと、彼はいつになく真剣な表情で言う。

「では、ゆいこさん」

「なに？」

「なんで別れないんですか？」

「え？」

「だから、なんで別れないんですか？」

「…………」

　もう何度、同じセリフを言われただろう。

「その彼氏さん、男の僕が聞いてもひどいと思いました。絶対に別れた方がいいと思います」

「それは……」

　私は言葉につまってしまった。

　黒縁眼鏡の下の瞳には、静かな怒りの色がある。

「そいつ、絶対にゆいこさんみたいな素敵な女性と付き合える事の幸運さを分かっていません。──僕がゆいこさんの彼氏なら、もっと大切にするのに」

「……もしかして、柚月君も隼人狙い？」

「はあ？　何言ってるんですか？」

「そ、そうね……ごめん、忘れて」

　だいぶ酔いが回ってきているようだ。

　男の柚月君まで、隼人を狙っているのでは？　と勘ぐってしまった。

（あれ……？）

　どうやら私は本当に酔っているらしい。

　チェーン店の安居酒屋の、テラテラした照明に照らし出される柚月君の怒った顔が、──なんだか男らしくて、格好良く見えてきたのだ。

（あ、睫まつ毛げ長い）

　至近距離で改めてじっくり見てみると、柚月君は眼鏡を取ればそこそこ見れる顔をしている……ような気がする。

　女の子のように透き通った白い頬に、シャツから覗く形の良い鎖骨に、色気のようなものを感じてしまった。






[image: ]






（私、どうしちゃったんだろう……やっぱり飲み過ぎたのかな）

　こんな子にドキドキするなんて、どうにかしてる。

「別れた方がいいと思いますけど」

　こちらの戸惑いをよそに、怒気を隠さぬ口調で彼は言う。

（そんな事言われたって……）

　言葉をつまらせる私を、柚月君はジッと見る。

　彼が私の答えを待っている事に気付いた。

「だって、」

「だって？」

「だって、寂しいんだもん……」

「へ？」

　柚月君の間の抜けた声に、自分の失言に気付く。

　大人の女らしくない、格好の悪い本音を呟いてしまった。

（寂しい……そうよ、だって寂しいんだもん）

　口に出して呟いて、改めて気付く。

（私は隼人が好きな訳じゃなくて、寂しくて、寂しさを埋めてくれる人なら誰でも良かったんだわ……）

　子供の頃は、大人になればこの慢性的な寂しさは消えると思っていた。

　でも、そうじゃなかった。年々、胸に開いた風穴は大きくなっていく。

　テストで一番を取るのは嬉しかったが、一番を取り続けるのは案外疲れるものだ。一番を奪われないよう、努力する日々は気が休まる事がなかった。

　大学進学で上京してから、この寂しさは一気に加速度を増していった。通っていた進学校の同級生の中では一番良い大学に行ったが、そこには化物がゴロゴロしていた。

　私は一番を取れなくなってしまった。

　それでも私はその中では綺麗な方だったから、容姿で一番を取る事はできた。

　しかし容姿など刹那的なものだ。老いれば若い子に敵う訳がない。

　私には何があるんだろう。私には誰がいるんだろう。──そう考えた時、自分には何もない事に気付いた。

　友達は沢山いるが、彼女たちは友達というよりライバルだ。

　寂しい、と思った。

　──でも、何もない田舎に帰りたいとも思わない。

　外で誰かと会っても、明かりがついていない家に帰ると絶望的な寂しさが襲うのだ。

　誰か、家で待っていてくれる人がいたらと思う。多分、仕事とか一人暮らしとか、色々なものに疲れてきたから結婚したいんだと思う。

　酒の勢いでそこまでぶちまけると、今まで黙って聞いていた柚月君が口を開いた。

「ゆいこさんかわいい」

「なんでそうなるのよ」

「バリキャリの強い女の人のイメージがあったから」

　酔ったとは言え、話し過ぎてしまったか。

　キッと睨にらむと、彼は「失礼しました」と言って咳せき払いする。

「それなら、犬か猫を飼えばいいんですよ」

　真顔で「犬がお勧めです」と言って、スマホの中の犬太郎の写真を見せてくる柚月君に苦笑する。

「トイプーとか、いいなぁって思うけど」

「じゃあ彼氏と別れて、トイプーを飼いましょう」

「いやー、無理よ。独身女がペットを飼ったら終わるって言うでしょ？　行き遅れるって」

「結婚したいんですか？」

「そりゃしたいわよ」

「意外でした。ＳＮＳではそういう事にあまり興味のない、キャリアウーマンって感じでしたから」

「そりゃ友達も見てるし。犬かぁ……飼ってみたいけど、私、仕事で一日中家にいないしなぁ。寂しい思いをさせると思うと、なんだか可哀想だわ」

　柚月君も本気で私に犬を飼わせるつもりはないらしい。

　私がそう言うと、「そうですね」と言って、すぐに引き下がった。

「僕がゆいこさんの彼氏だったら、絶対に寂しい思いなんてさせないのにな」

「…………」

　不ふ貞て腐れたような顔でそういう柚月君を、迂闊にもかわいいと思ってしまった。







　──そして、気が付いたら、私は柚月君とラブホテルに入り、

「ゆいこさんの事、大切にします。寂しい思いなんて、絶対させません」

　なぜかこんな事になってしまっていた。

　ベッドの上に自分を押し倒す柚月君に唖然としながらも、「まあ、いっか……？」と思った。

　私は酔っていた。

　そして何より寂しかった。地下鉄に乗り、誰もいない暗い部屋に帰るくらいなら、彼とここで一夜を明かす方がいいような気がする。

　隼人とはセックスレスで、もう半年セックスしていない。

「ゆいこさん、好きです。好き。……一目惚れでした」

　そう言って私の顔に口付けを落とす黒髪の男は、本当にあの柚月君なのだろうか？

　眼鏡を取り、あのダサい私服を脱ぐだけで、こんなにも印象がガラリと変わってしまうものなのだろうか？

　バスローブ姿の彼に艶めかしさを感じ、背筋がゾクリとしなった。

　朧げではあるが、一緒にシャワーを浴びた記憶はある。

　しかし、自分がいつから全裸だったのかはよく覚えていない。

「ゆいこさん」

　頬に触れていた彼の大きな手が、私の肌の上を滑る。

　首元から鎖骨へ、鎖骨から肩口の曲線をなぞるように滑る手は、胸のふくらみに到達する。

　乳房の弾力と肉感を愉しむように、彼は乳房を揉み上げる。

「ひゃっ!?」

　きつく絞り上げられると自然と胸の先端は尖り、中に芯を持ち始める。

　いやらしく色付きはじめた胸の尖りを口に含まれた瞬間、甘く、甲高い声が口から洩れた。

「ああ！」

　赤く疼き立つそれを舌先で転がされながら、もう片方の胸を揉み立てられる。

「っん！　あっ……ぅ、ゆ、ゆづき、くん？」

「ゆいこさん、かわいい」

　そう言って彼は胸の尖りを、ちうっと音を立てて吸った。

「あっ、あ……」

（わ、私、どうすれば……？）

　セックスなんて久しぶり過ぎて、こんな時、どんな声を出せばいいのか、どんな顔をすればいいのか、よく覚えていなかった。

（こ、ここは余裕ある大人の女らしく、年下君をリードして……）

「ゃん！　あ、ぁあッ！」

　頭ではそんな事を考えているのに、胸を吸われると駄目だった。突起部分から、ビリビリとした快感が体を走り、甲高い声が出てしまう。

　ジン、と甘い疼きが下か肢しに走る。

　腰がじれったさでムズムズし、いても立ってもいられない。

（は、早く触ってよ……）

　なかなか胸から下へと降りて来ない彼の手が恨めしい。

「ううっ……」

　上目遣いで睨むと、彼は膝を擦り付けながら太ももをもじつかせる私に気が付いたようだった。

「どうしたの？　もしかして、ここを触ってほしいんですか？」

「っ！」

　柚月君は妖艶に微笑むと、私の太ももに触れる。

（ちょっと待って。これ本当に柚月君？　あの童貞くさい眼鏡君なの？）

　今の彼からは男の色気のようなものが、ふんだんに放出されておりドキドキが止まらない。

「い、いや……」

「嫌ですか？」

　太ももを上がっていく手から身を捩って逃げようとすると、柚月君は私の両手首を捻ひねり上げて頭上で押さえ付ける。

「ゆ、柚月くんっ？」

「嫌かどうか、直接体に聞いてみます」

　それから柚月君に焦らすような間延びした愛撫を体中に施されて、私は半泣きになった。

　柚月君ときたら、肝心の部分には全く触れてくれないのだ。

　花芯はおろか、彼は胸の中心部に触れるのもやめてしまった。

　焦らされて、焦らされつづけて、もう、どうすればいいのか分からない。

「ゆ、柚月くん、もう、つらいよぉ……」

　しゃくり上げながら涙目で訴えるが、彼は妖しい微笑を浮かべるだけだ。

「ごめんね、ゆいこさんがかわいくて、つい」

　思わず真っ赤になって睨むと、彼はクスクス笑いながら下肢に──蜜を溢れさせてやまない場所に手を伸ばした。

「っ！」

　柚月君は秘肉の狭間をなぞり、またくすりと笑う。

「濡れてます」

　その言葉に、そしてその事実に、彼の目線に私の背筋をぞくそくと何かが駆け抜ける。

　柚月君はクスクス笑いながら、彼の私の両ももを持ち上げて、秘められた場所を露わにする。

「なっ……」

　柚月君は私が何か言うよりも早く、そこにある小丘を開くと、敏感な尖りを唇で摘まんだ。

「っ！」

　背すじが痺しびれるような快感に、汗ばんだ体が跳ね、声なき悲鳴が上がる。

　お腹の奥がギュッと締め付けられて腰を震わせていると、彼は私のふくらはぎからひざ裏、太ももに口付けを落としていった。

「ゆいこさん、好き。好きです。やっぱり彼氏と別れて、僕と付き合いましょうよ」

　もう私は、羞恥で顔を隠しながらうーうー呻うめく事しかできない。

「い、いや！　恥ずかしい……！」

　今更ながら柚月君に恥ずかしい所が丸見えだという事に気付き、慌てて声を上げるが、柚月君が私の事を許してくれる事はなかった。

「駄目です、全部見せて？」

　そう言って彼は秘肉を割れ開き、充血した肉の芽をジュっと吸う。

「────っ!!」

　あまりにも強い快楽に、目の前で白い火花が散る。

「あ、あ、や、やめ……」

「ゆいこさん、好きです……」

「ちょ、ちょっとま……」

（ど、童貞だと思ってたのに、なんか騙された気分……！）

　本当にこの男は、あの童貞くさかった眼鏡君と同一人物なのだろうか？

　こんなの詐欺だ。まさかあの柚月君にイかされてしまうだなんて。

「ゆいこさん。ほら、ちゃんと脚を開いて」

　低く、心地良い声に耳みみ朶たぶをくすぐられる。

　言われるがまま、そろそろと脚を開くと、すぐに彼の舌が秘裂の間を割って入ってきた。

「んっ、あ、っぁ……」

　達したばかりで敏感になっている芽を舐められて、悲鳴のような声が上がる。

　ビリビリと電気が走ったような感覚がして、私はぎゅっとシーツを掴んだ。

（ウソ、またイった……）

　達したばかりで敏感になっている所に舌を這わせながら、彼は秘肉の中に指を滑り込ませた。

　くちゅりという音に、自分が感じまくっている事実を突きつけられて、軽く死にたくなった。

　彼の指が内部を探ると、もう充分すぎるほど濡れたその場所から、はしたない水音が響く。

「ここですね」
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　中の弱い所をすぐに発見した柚月君は、そこを執拗に責め立てはじめた。

「柚月く、あ……ンン、やあっ」

　花芯と中を同時にせ責め立てられて、気が付いた時、私は絶え入るような締しめ泣なきに身をふるわせていた。

　中を弄る指も、気が付けば三本まで増やされている。

　ぐちゅぐちゅと室内に響く淫らな音に触発されるように、自分の意思とは関係なく、秘肉がうごめき彼の指を締め付ける。

「指、そんなに締め付けないで」

「だっ、だって、やぁ……そこばっかり、された、ら……！」

　言われて恥ずかしさのあまり、涙ぐんでしまった。

　勝手に腰が揺れる。身体は指ではない、もっと太くて硬いものを求めていた。──しかし、

「じゃあそろそろ寝ましょうか」

「え？」

　そう言って彼は、私の中から指を引き抜いた。

「気持ち良かった？」

　にっこり微ほほ笑えみながらそう言われ、きょとんとしてしまう。

　指を抜かれた場所が、喪失感と冷めぬ熱でヒクついている。

（なん、で……？）

「いれ、ないの……？」

　私の言葉に、彼は苦笑じみたものを漏らした。

「挿いれていいんですか？」

「ここまでしておいて、何を言っているんだ」と思いながら、彼を睨むと彼は苦笑に苦笑を重ねる。

「僕も挿れたいんですけど、多分入らないので。ここで終わりにしましょう」

（入らない？）

　柚月君は一体何を言っているんだろう。

「どういう意味？」

「僕、今までも彼女が何人かいたんです」

　そりゃ、そうでしょうねぇ……と思う私だった。

　あれで童貞だったら、むしろおかしいくらいだ。

「でも、童貞なんですよ」

「はあ？」

　意味が分からない。

　私の頭の中にクエスチョンマークが浮かぶ。

「僕、いつも振られるんです。ゆいこさんには振られたくないから、最後までしません」

　そう言って柚月君は私の唇に口付ける。

（なんだか、よく分からないけど……）

　私はやや躊躇とまどった後、口を開く。

「私と同じね、私もいつも振られるの」

「ゆいこさんのような非の打ち所のない人が？　なんで？」

　ギョッとする柚月君に、今度は私が苦笑する番だった。

「私、重いんだって」

「重さなら僕も負けないと思いますよ」

「いや、冗談じゃなくて、本当重いらしいのよ」

「僕なら大歓迎だけどなぁ」

　そう言って私の隣に寝転がる柚月君の横顔を、ジッと見つめる。

「柚月君はなんで振られるの？」

「僕の身体に問題があって」

「身体に？」

（もしかして、病気とか？）

　聞かない方がいい類の話だったのかもしれない。

　深刻そうな柚月君の様子に、なんだか怖くなってきた。

　彼はむくりと上体を起こすと、真剣な口調で言う。

「見ても、引きませんか？」

「う、うん」

　今更「やっぱり無理」とは言えずに頷く私。

　柚月君は神妙な表情のまま、バスローブを脱ぎ捨てる。

（へ？）

　バスローブを脱ぐパサリという音と共に、目の前に現れたそそり立つ肉塊に私は絶句した。

（こ、これは……）

　柚月君の屹立は、私が我が目を疑うほどの大きさだった。

　そう言えばさっき、最後まで柚月君はバスローブを脱がなかったが、彼のものが大きい事は気付いていた。

　しかしだ。──まさかここまでのサイズだとは思わなかった。

　まるで、股間にもう一本腕が生えてるみたいだ。

　反り返った冠状部はオイルでも塗ったように、テラテラ光りながら、先端から先走りを滲にじませている。

　太いのは肉傘と肉柱だけではなく、表面に浮いた血管もだった。凶悪な巨塊が鎌首をもたげながら、極太の血管がドクドク言わせる様に、若干の恐怖を感じた。

　私が処女だったら、悲鳴をあげて逃げ出していたかもしれない。

　そんな事を思いながら、何かの生き物のように息づいている柚月君の肉を茫ぼう然ぜんと見つめる。

（これ、日本人のサイズじゃない……）

　外人サイズだ。

（もしかして……）

　ある可能性に気付き、私は顔を上げる。

「柚月君、もしかして外国人の血引いてる？」

「はい。祖父がロシア人です」

　言われて妙に納得した。うん、やっぱりこれは純日本人のサイズじゃない。

　柚月君はパッと見み日本人にしか見えないのだが、よくよく見てみると体格や肌の質感等、外国人っぽいのだ。妙に睫毛が長かったり、肌が白くて女の子みたいに綺麗だったり。

「みんな、こんなの裂ける、絶対に入らないって言うんです」

　そりゃそうだろう、私だって入らないと思う。

「それで、いつも直前で振られるんです……だから、ゆいこさんには挿れようとは思いません。振られたくないから」

　柚月君はそう言って、悲しげに笑う。

「…………」

　そんな柚月君を見ていたら、またしても私の中に出来心が芽生えた。

「……入れてみる？」

「え？」

「確かに私も、ここまで大きいのは経験ないけど……試してみようか？」

「いいんですか？　で、でも」

「う、うん」

　正直言っちゃうと、興味があった。

　ここまで大きなものを入れてみたら、どんな感じがするんだろうって。

（だってこれ、隼人の何倍ある……？）

　恐る恐る、血を漲らせ脈打つ彼の肉を手で握る。

　指が届かない。……五百ミリリットルのペットボトルより太いかもしれない。

　ゴクリと私の喉が鳴った。

「無理そうなら、途中でやめる」

「ゆ、ゆいこさん!?」

　慌てふためく彼の上に腰を落とす。

「っ、ん……」

　掴んだものの先端を肉口に押し当ててみるが、やはり大きい。

　無理矢理押し込もうとするとメリッと嫌な音がして、顔を顰しかめる。

　惰性で腰を動かしながらも「やっぱりこの大きさは無理かな……」と思った。

　柚月君はと言えば、事態の成り行きにオロオロしていたが──、

「っは、あ、はあ……」

　自分の上で腰を揺らす私に何か思ったらしい。──硬かった肉が輪をかけて硬くなり、ただでさえ大きかった物が更に膨らむ。

「僕も手伝います」

「ちょ、ちょっと！」

　柚月君の手が私の腰を掴む。

　腰をシーツの上に浮かした思うと、彼はそのまま肉の切っ先を勢いよく押し込んできた。

　メリメリと音を立てて、凶悪な物の頭部が私の中に侵入してくる。

「っ……！」

　あまりもの衝撃に、息をする事すら忘れてしまう。

　身体を切り裂くような痛みと肉口の圧迫感に、身体が逃げようと自然と腰が浮く。

　しかし彼の両の手が私の腰をしっかり押さえ込んでいるせいで、逃れる事もままならない。

「ちょ、ちょっと待っ」

「は、入りそうです……！」

「……っ、あっ」

（柚月君のがこんなに大きいなんて、聞いてない……!!）

　一番の難所である傘肉がじゅぷぷっ……と音を立てながら、私の中に埋め込まれていく。

（やだ、う、ウソ……）

「だいじょうぶ、ですか？」

「あ、あ……」

　返事なんて、できる訳がなかった。

　私は頭が真っ白になりガクガク震えていたが、柚月君も苦しそうに眉間に皺を寄せている。

　彼はぬめり気を帯びた花弁を掻き乱し、浅い所で突き上げては引き戻し、突き上げては引き戻しを繰り返す。

　膣口付近が、今まで感じた事がない淫靡な熱でジンジンする。尿意に似て非なる感覚にぐっと耐えていると、彼は再び奥へ押し入り、肉の蹂躙を再開した。

「ひあっ！　あ、あっ……ンン！」

　圧倒的な肉の質量に、息がうまくできない。

　いつもならかわいく聞こえるであろう喘あえぎ声を出してみようとか、下から突き上げる彼の目にセクシーに見えるように、腕で自然に胸を寄せて谷間を作ろうとか、そんな事を考える余裕があるのに、今日はそんな余裕は一切なかった。

　頭がおかしくなるような快楽と共に、全身が引き裂かれるような痛みに、涙が噴き出す。

「っ、いた、痛い……！」

　私の言葉に、彼は顔に汗を滲ませながら苦笑する。

「抜きますか？」

（柚月くん……）

　その諦めの色の濃い苦笑は、私の母性本能をくすぐるには十二分のものだった。

　──でも、無理。こんなの入れつづけたら、死ぬ。

　私は「ごめんね」の意味を込めて、上体を倒す。

　半開きの彼の唇に口付けると、柚月君は大きく目を見開いた。

「っふ、ん……んんん!?」

　左右の尻肉をむんずと掴まれて、大きく突き上げられる。

　そこで柚月がキスの意味を勘違いした事に気付いた。

　彼はそのまま肉の侵入を再開したのだ。
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　「ちょっと待って！」「ストップ！」と言いたいのに、彼に舌を絡められ、話す事ができない。

　ズッ、ズッ、ズッ……！　と音を立てて、浅い所でなじませるように動いていた肉が、少しずつ奥へ、奥へと進んでいく。

　キスが深まり、肉の侵入が深くなるにつれ、強こわ張ばっていた身体の力も抜けていく。

「……はあっ、っふ」

　ズン！　と一際奥を貫かれた瞬間、プシッと音と立てて何かが漏れた。

（え、潮吹いた……）

「あ……、あっ、はあ、」

「ゆいこさん、気持ちいいんですね、嬉しいです……！」

　唇が離れる。

　そう言って微笑む柚月君に何か言いたい事があったような気がするが、言葉が出てこない。

　柚月君はどこか艶めかしい様子で、ふう、と息を吐く。

「奥まで入りました」

（ウソ。あんなに大きいの、全部入っちゃった……）

「信じられない。うれしい、とっても嬉しいです」

「あ、あ、う……」

「ありがとう、ゆいこさん」

　柚月君は本当に嬉しいのだろう。

　感動で目の端に涙を滲ませながら笑っているが、私は何か答える余裕もなかった。

　股が裂けて死ぬかと思った……。

「動いていいですか？」

　そう言って彼はゆっくりと腰を進める。

「ま、待っ」

  叫びながら彼の首にしがみつく。

「じゃあ、ゆっくり動きますね」

「そ、そういう問題じゃ……！」

　彼が腰を突き上げる度に、ミチミチと肉壁が広がる音がする。

　彼の動きに、真っ白になる。

　──それからの事は、もう、よく覚えていない。

　ただ、その日、私は大きいは正義だという事を知った……。




「ゆいこさん、また会ってくれますか？」

「う、うん」

「絶対ですよ！　約束ですからね！」

　セックスが終わると、柚月君は元の柚月君に戻っていた。

　あれから私は、朝まで盛った柚月君の相手をする事になった。

（童貞が童貞を捨てると猿になる事を、すっかり忘れていた……）

　ラブホを出て、フラフラしながら駅まで歩く。

　柚月君はというと、私に無理をさせ過ぎた事を気にしているのだろう。終始私を気遣い、そしてオロオロしていた。

「じゃあ、ここで」

「気を付けて帰ってくださいね！　家に帰ったら連絡します！」

　柚月君は地下鉄らしい。

　振り返ると、柚月君は名残惜しそうに電車の改札口をくぐる私を見送っていた。

　彼に手を振る気力もなかったので、私は見なかった振りをして階段を昇る。

（なんだかクラクラするわ……）

　これがセックス酔いだろうか。まるで内臓が揉みくちゃにされたようで、吐き気すらあった。

　始発電車に乗り込むが、座席に座る事ができず、無理をしないでタクシーを捕まえておけばよかったと私は後悔した。




　マンションに帰っても、私はまだクラクラしていた。

　ボスン。

　倒れるようにベッドに横になる。

（あんなの、初めてだった……）

　すごい、良かった。

　信じられないくらい、良かった。

　ベッドの上でぼーっとしていると、スマホのランプが光る。

　そう言えば柚月君が、帰ったら連絡すると言っていたような気がする。

　画面を見ると、「この出会いは奇跡だ」とか、「一生大切にします」とか、「早くご両親に挨拶に行きたい」とか、初めて会った相手に送るには少し重すぎる──気持ちの悪いメッセージが長文で届いていた。

　本人も重いと言っていたが、これは想像以上だ。

「………」

（なんて返そう……）

　私も重い重いと言われてきたが、柚月君も相当重い。

　なんて返事をしたらいいのか分からず、そのまま既読スルーする。

　今、初めて過去の男達の気持ちが分かったような気がした。

（まさか、こっちも……？）

　ふとある事に気が付き、ＳＮＳアプリを開く。柚月君──ソルティーｄｏｇのホーム画面を見ると、予想を裏切らず、「命を懸けて守りたい人ができました」「生涯で最高の日」と呟いている。

「やっぱり、こっちもか……」

　私も恋愛素人の頃はこんな感じだった。

　彼の童貞力の高い、怒涛のポエムツイートに圧倒される。

　懐かしいような、自分の黒歴史を見ているようで恥ずかしいような。

「──ていうか、私達、いつから付き合う事になったんだろう？」

（付き合うなんて一言も言ってないのに）

　思わずぷっと噴き出してしまった。

「馬鹿ね」

　でも、そんなに悪くもない気分だ。

　何かリプライでもしようか。

（なんて送ろう？）

　素知らぬ顔で「彼女ができたの？　おめでとう！」とでも送ってみようか。そうしたらすぐに電話がかかってきそうだ。

　そんな事を考えながらクスクス笑っていると、スマホにもう一件メッセージが入った。

『今何してる？』

　隼人だ。

　すっかり忘れていた。

　そろそろ私が寂しくて、謝ってくる頃合いなのだろうと思っていたのだろうが、連絡がなかったので気になったのかもしれない。

　「寝てた」とスタンプで、そっけなく返す。

『ちょっと今月ピンチでさ、三万でいいから貸してくれない？』

　スタンプへの返事は、隼人らしいと言えば隼人らしいものだった。

「…………」

（なんだ、この人）

　白けた思考が頭に浮かぶ。

　昨日までの私だったら「やった！　隼人に会う口実ができた！」と喜んで三万円を持って駆け付けただろう。

　──しかし、今の私はなんでこんな男が好きだったのか、どこが良かったのか、もう思い出せないのだ。

『ごめん、無理』

『なんで？　まだ佐さ々さ木きさんとの事疑ってるの？』

『別にどうでもいいよ』

『怒ってる？』

『だからもうどうでもいいんだって。私、好きな人できたから』

『え？』

　彼から返事が来る前に、そのままブロックする。

　月曜日職場に行ったらブツブツ言われるだろうけど、まあいいか。

（今の会社、お給料もそんなに良くないし、転職時なのかも。次はどこで働こうかな）

　──その時、私の頭からはもうすっかり隼人の事は消えていた。

　私は今までの人生、人目を気にし過ぎていたような気がする。

　一番じゃなきゃ嫌だとか、誰もがうらやむ完璧な人生じゃなきゃ嫌だとか。

　──私は、隼人と付き合って幸せを感じた事はなかった。

　みんなにうらやましがられてはいたけど、本当にそれだけで。いつだって寂しかった。

　私みたいなプライドが高くて外では気が休まらない女には、もしかしたら柚月君みたいな素朴なタイプの子の方が合うのかも。エッチも良かったし。

（しばらく、彼と付き合ってみるのもいいのかも）

　柚月君を困らせたくて、「彼女ができたの？　おめでとう！」と意地の悪いリプを送ってみる。

　すると、一秒もかからぬうちに電話がかかってきた。

『ゆ、ゆいこさん！　僕達付き合ってないんですか？』

　受話部から聞こえる今にも泣き出しそうな声に、なんだか笑ってしまった。

　こんな甘酸っぱい気持ち、久しぶりだ。

「どうだったかな」

『ゆいこさん！　話し合いましょう、今から会いにいきます！』

「えー、どうしよう」

『ゆいこさん！』

（──あれ？　私、今、寂しくない）







★つづく★










柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！
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